
資
源
の
な
い
我
が
国
は
、
海
洋

を
回
遊
す
る
マ
グ
ロ
か
地
上
を
走

り
続
け
る
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
な
の
か

も
知
れ
な
い
。
ア
ベ
成
長
戦
略
の

不
発
は
、
貧
困
化
が
加
速
し
夢
や

希
望
を
奪
い
去
る
だ
け
で
す
。

後
退
に
つ
ぐ
後
退

を
続
け
る
、
イ
ン
パ
ー

ル
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

作
戦
が
今
日
の
社
会

状
況
の
よ
う
。

成
果
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
場
合
、

既
存
の
知
識
を
疑
い
、
新
た
な
知

識
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ

ま
り
「
自
己
否
定
」
で
き
る
か
ど

う
か
で
す
。

行
動
様
式
が
確
立
さ
れ
て
い
る

な
ら
ば
、
日
々
進
化
す
る
自
己
革

新
能
力
の
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
儲
け

に
も
「
道
」

が
あ
る
。

仕
事
は
決

ま
っ
た
こ
と

の
繰
り
返
し
、
と
言
う
こ
と
は
平

和
な
時
代
の
こ
と
で
す
。
構
造
の

均
衡
破
壊
が
鍵
と
な
る
。

明
日
は
潰
れ
る
危
機
感
の
想
定

が
出
来
な
い
人
や
企
業
は
、
話
さ

な
く
て
も
目
で
分
か
る
も
の
で
す
。

一
言
で
語
れ
ば
ビ
ジ
ョ
ン
と
目
標
、

目
的
の
あ
る
「
自
律
」
で
す
。

進
化
自
体
は
適
応
で
は
な
く
「
創

造
的
破
壊
」
で
す
。

革
新
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
異

端
、
偶
然
を
取
り
込
む
こ
と
で
あ

る
。
官
僚
制
は
こ
れ
ら
を
徹
底
的

に
排
除
し
た
組
織
構
造
で
独
善
的

で
ビ
ジ
ョ
ン
と
真
逆
な
の
で
す
。

戦
後
の
官
僚
が
失
敗
を
重
ね
る
の

は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

税
務
署
の
労
働
組
合
を
分
裂
さ

せ
戦
後
一
貫
し
て
、
北
陸
で
も
組

織
人
数
が
一
桁
に
な
っ
た
今
で
も

執
拗
に
差
別
、
弾
圧
を
全
国
的
に

続
け
て
い
ま
す
。

強
い
も
の
、
権
力
に
対
し
て

42

年
一
貫
し
て
戦
い
、
国
家
権
力
に

鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

強
い
者
・
権
力
へ
の
立
ち
向
か

い
方
、
実
戦
経
験
は
こ
れ
ま
で
の

対
当
局
戦
等
で
実
証
済
み
で
す
。

ギ
ブ
ア
ッ
プ
の
記
憶
は
な
い
。

外
部
環
境
が
生
み
出
す
機
会
と

捉
え
、
徹
底
抗
戦
は
結
果
、
税
務

現
場
の
改
善
に
貢
献
し
、
組
織
は

経
験
資
源
を
蓄
積
・
展
開
で
き
る
。

よ
っ
て
私
的
に
調
査
は
大
歓
迎

な
の
で
あ
り
ま
す
。

担
当
者
か
ら
は
国
家
権
力
と
人
間

性
が
透
け
て
見
え
ま
す
。

逆
説
で
す
が
、
適
応
は
適
応
力

を
締
め
出
す
も
の
で
す
。

戦
略
的
思
考
は
、
オ
ー
プ
ン
な

思
考
と
共
有
す
る
体
験
の
中
か
ら

蓄
積
さ
れ
ま
す
。

戦
後
の
ニ
ッ
ポ
ン
軍
人
が
、

「
自
己
否
定
」
の
結
果
、
今
日
の

日
本
再
生
が
あ
っ
た
の
で
す
。

成
長
で
き
な
い
の
は
、
自
己
否

定
が
出
来
て
な
い
か
ら
で
す
。
何

が
問
題
か
全
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

簡
単
に
言
う
と
謙
虚
で
な
く
我

が
強
い
、
人
間
の
器
・
コ
ッ
プ
に

我
の
『
蓋
』
を
し
て
い
る
の
で
す
。

進
化
す
る
た
め
に
は
「
学
習
」
す

る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
互
い
の
シ
グ
ナ
ル
の
発
信
、

打
ち
合
わ
せ
も
立
派
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
学
習
で
す
。

軽
視
す
る
者
は
、
成
長
の
距
離

が
遠
い
。
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こ
れ
は
商
品
相
場
の
新
穂

(
新
し
く
上
場
さ
れ
る
作
物
)
か

ら
き
た
言
葉
で
す
。
月
初
が
二

日
、
月
曜
日
か
ら
始
ま
る
月
は

荒
れ
る
と
い
う
相
場
ジ
ン
ク
ス

で
す
。

年
に
一
、
二
回
暦
に

あ
り
ま
す
。
今
月
が
そ

の
新
甫
に
該
当
し
ま
す
。

世
界
情
勢
は
何
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
、
微
妙
な
バ
ラ
ン

ス
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

私
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
凄

ま
じ
い
勢
い
で
進
化
し
て
、
米

は
基
軸
通
貨
を
支
配
し
、
さ
ら

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
保
険
、
金
融
、

食
料
、
通
信
を
も
支
配
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
支
配
す
る
限

り
、
「
如
何
な
る
戦
争
」
に
も

勝
利
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

戦
後
一
貫
し
て
支
配
し
、
世

界
の
知
能
を
自
国
に
呼
び
込
ん

で
い
る
。

当
然
戦
争
を
想
定
、
勝
敗
を

分
け
る
戦
略
（
攻
撃
）
産
業
は

絶
対
に
譲
り
ま
せ
ん
。

神
聖
な
る
領
域
で
す
。
犯
す

も
の
は
過
去
を
見
て
も
ど
ん
な

犠
牲
を
支
払
っ
て
も
武
力
支
配

を
い
と
わ
な
い
。

韓
国
の
日
本
に
対
す
る
敵
意

は
、
経
済
規
模
(
G
D
P
)
が
東
京

都
以
下
で
す
。
日
本
の
円
安
イ

ン
フ
レ
政
策
の
転
換
で
完
全
に

窒
息
す
る
。

中
国
は
強
い
日
本

の
復
活
を
望
ん
で

い
な
い
。
現
政
権

の
失
政
が
証
明
さ
れ
る
事
に
な

る
か
ら
で
す
。

そ
れ
を
提
灯
持
ち
の
勢
力
、

マ
ス
コ
ミ
が
覆
い
隠
す
。

日
銀
の
黒
田
「
異
次
元
緩
和
」

は
、
消
費
税
増
税
で
国
民
か
ら

収
奪
の
た
め
か
？
。


